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基調講演

北の古代文字世界土器に書かれた「夫」ははたして「夷」か！

国立歴史民俗博物館［ 平川 南

1, f芙j ＝ 「夷Jという解釈

2, r夫J= f夷J説に対する疑問

3，列島における墨書土器ー共通文字 ・共通字形 ・文字と記号 ・祭配行為と文字

4，「神奉Jおよび“泰”と考えられる字形の共存例（千葉県内出土例）

s, r実」字を複数出土した遺跡ー青森市野木遺跡

6, f夷Jと q火J

7，むすびにかえて
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①サクシユコトニ川遺跡（第3図1)

［所在地］北海道札幌市北区北17条西13北海道大学構内 ［時期］ 9世紀（篠文文化前期）

②大川遺跡（第3図2・3)

［所在地］北海道余市郡余市町大Jll1 -3丁目 ［時期］ 7世紀一10世紀

①胆沢城跡

［所在地］岩手県水沢市佐倉i可字渋図ほか ［時期］平安時代

＠湯ノ沢F遺跡 （第3図4)

［所在地］秋田市四ツ小屋末戸松本字湯ノ沢 ［時期］ 9世紀後葉一10世紀前菜

R払回楠跡（第3図5)

［所在地］ 秋田県仙北郡仙北町払田ほか ［時期］ 9 -10世紀

⑤佐渡国分寺 （第3図6～11)

［所在地］新潟県佐渡郡真野町大字国分寺字経ヶ峯 ［時期］ 8-9世紀

⑦八幡根東遺跡 ｛第3図12)

［所在地］栃木県小山市大字中久喜 ［時期］ 8-9世紀

③上野国分寺（第3函13～16)

［所在地］群馬県群馬郡群馬町大字京国分，

［時期） 8世紀～11世紀

⑤狐房、遺跡 （第3図17）・

同引間，前橋市元総社町

［所在地］山製県東八代郡一宮町竹原因字川原因 ［時期］平安時代

＠呼城宮 ・平城京 （第3図18・19)

［所在地］奈良市佐紀町・三条大路一丁目，大和郡山市九条町他 ［時期j8世紀

⑪音如ヶ谷瓦祭 ・歌姫西瓦祭（第3図20・21)

［所在地］京都府相楽郡木津町音如ヶ谷，奈良市歌姫町

［時期18世紀 （音如ヶ谷…・・刊5年の平綾遷都以降，歌姫西…一720～i30年代）

』』
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千葉県鳴仲山遺跡の墨書土器図 1
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所収遺跡名 種 ,531] 主な時代 主 な遺憾 主 な i置 物

野尻，（3）遣跡 集 落 平安時代 建物跡 16事F 土師髭（菱、~、皿、
野尻（2）遺跡 狩猟場 縄文時代 滞状土坑 5墓 縄文土怨破片

~穴住居跡 l軒 耳皿、球胴窪、小型）
集~ 平安時代 竪穴住居跡 7軒 土師器

据立柱建物跡2棟 須恵器（大姿、長類
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脳 E園田嗣

野木遺跡揚査区遠景

平川一10

今年度の調査かう（野木遺跡）
青森市教育委員会で実施した野木遺跡の発掘調査は、昨年度の発掘調査に引き続き約45,900

dについて、平成10年4月20日から同年11月6日まで実施しました。

調査の結果、平安時代を中心とする竪穴式住居跡114軒、竪穴遺構14基、土坑171基、鉄生

産関連遺構5基などの遺構が見つかりました。 また、平安時代の土器を中心とした遺物は、段

ボール箱で約140箱分出土しま した。
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青森市

野木遺跡
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歌姫西瓦窯等出土の箆書き瓦三奈i三男：

::fx副；ij1日「大J

-r'」.

3・湖、経｜事lr火」・行制1ヶ谷「大J

舗園冒

「が J→ 「尖」→ 「火J→ 「大」

1998年 10月4日

fT 

発行日

発

五所川原市埋蔵文化財調査報告書 第21集

犬走須恵器窯跡発据調査報告書
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作成
町
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都
内
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一九一＼

官

晶一小
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一吋

’私
四
判
開
ホ
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匂

「秋
藻
」

五
九
回守
木
簡
に
海
器
類
を
示
す

「
秋
藻
」
と
い
う
物
品
が
み
ら
れ
る
。

「秋
藻
」
は
、
文
字
通
り
「
秋
が
貢
進
し
た
海
藻
類
・一
と
す
る
解
釈
と
、
「
え
び
す
め
」

と
訓
ん
で
「
毘
布
」
と
す
る
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。

「
昆
布
」
は
『
和
名
類
緊
抄
』
に
「
和
名
比
呂
女
、

一
名
衣
比
須
女
」
と
あ
り
、

「
え
び
す
め
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
際
、
『
延
喜
式
』
（
民
部
下
〉

に
諸
国
交
易
雑
物
料
と
し
て
陸
奥
か
ら
昆
布
を
ι貝
納
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

陸
奥
お
よ
び
そ
れ
以
北
を
主
産
地
と
す
る
海
藻
類
で
あ
っ
た
た
め
、
「
え
び
す
め
」
と

よ
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「秋
藻
」
を
「
え
び
す
め
（
昆
布
）
」
と
し
た
場
合
、
昆
布
が
出
羽
国
で
産
出
さ
れ

な
い
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
昆
布
は
、
函
館
付
近
を
主
産
地
と
し
て
、
北
海
道
か

ら
宮
城
県
七
ケ
浜
町
沿
岸
ま
で
に
分
布
し
て
お
り
、
自
本
海
側
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。

太
平
洋
側
で
の
み
と
れ
る
見
布
を
「
秋
藻
」
と
表
記
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
や
や
間

題
が
残
る
。

一
方
で
「
秋
」
の
用
例
に
着
目
す
る
と
、
「
津
軽
秋
惇
」
（
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
五
年

（
八
一
四
）

十

一
月
己
丑
条
）
、
「
渡
島
秋
」
（
『
日
本
後
紀
』
弘
に
元
年
（
八

一
O
）
十

月
甲
午
条
、
『
日
本
紀
略
』
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
間
五
月
十
五
日
条
）
な
ど
、
津
軽

以
北
の
地
域
に
対
し
て
も
「
秋
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
五
月
戊
子
条
に
「
出
羽
国
志
波
村
賊
」
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犬走窯における箆記号の各種

ヰヰご

五
九
戸
一

JJZ2
フ一呉

1X
呉
築
許
之

が
叛
逆
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
後
半
に
は
志
波
村
を
中
心
と

（
熊
田
一
夫
介

し
た
地
域
が
出
羽
国
司
管
掌
下
に
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

部Q
d
 

報年

に
属
し
て
い
た
と
す
る
と
、
「
志
枝
一
村
賊
」
を
指
し
て

「
秋
」
と
称
し
て
い
た
可
能
性

祈－TV川6市
苧査咽

削跡包引
fv

「蝦
夷
と
蝦
秋
」

『
東
北
古
代
史
の
研
究
』

も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
秋
」
の
対
象
地
域
を
、 一

九
八
六
三

一．志
波
村
」
が

一
時
期
出
羽
国

太
平
洋
側
ま
で
拡
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

日
本
海
側
の
み
な
ら
ず
、
津
軽
以
北
や

「
秋
藻
」

も
十
分
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
段
階
で
は
、

い
ず
れ
と
も
判
断
し
が
た
い
が
、

tu
昆
布
の
可
能
性

つ。一g

秋
」
の
用
例
を
考
え
て
い
く
際
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
に
間
違
い
な
い

で
－
の
ろ



古代の北海道・東北と文字・記号のある土器・瓦

園皐院大皐 鈴木靖民

1. 擦文社会と古代国家

a 蝦夷の居地・集団

渡島、津軽・・津司（72 0）、浮代（能代）、顎田（秋田）、出羽、沼垂、陸奥、越

b 王権の交流と麹己

蝦夷の泊瀬川での服属の盟約説話（51 8）・・・主権との櫛虫の始まり

阿倍比羅失らの北航（65 8～6 6 0）・.r蝦夷Jの地域・集団による区別

飛鳥寺西の広場での目踊儀礼・饗応（62 4～） 「朝貢j・・・ 774年まで

飛鳥諸宮・ヰ強宮での朝貢と元日朝賀ー濯襖・出羽国府・域惜の朝貢＝特産物（毛

皮・昆布など）の貢進と f饗給J（饗宴と賜禄、もと f撫慰J）続日本紀職員令の

陸奥・出羽・越後国司の職掌規定）

秋田城跡木簡 「下秋鰍ヰJ

新潟県笹神村発久遺跡木簡 「饗食」

新潟市的場遺跡木簡 「秋食J ＊山形県米沢市古志田東遺跡木簡

秋田県仙北町私田柵跡木簡 「秋藻埠拾口J I秋帯建一角解J

延喜式式部省式 f夷禄j・・朝貢者への禄（アシギヌ・綿・布など）と位爵

延喜式主税寮式出羽国 「秋禄J

→蝦夷諸集団の古代国家への朝貢・・・中央（京）、国府・城柵・郡家での国司らの

饗給・・互劃性による人格的公的関係の形成・・支配の実効策・・ 国家管理の交易

C 出羽国府と渡島蝦夷

出羽国の管轄範囲・ ・渡島 ・津軽・志波村・・渇海使への対応（72 8・786・

795・・・「夷地志理波村J)

職員令 出羽田府以遠、津軽以北の蝦夷・ ・出羽国司の管轄・・朝貢・饗給の根拠

前史・阿倍比羅夫の f沈黙貿易J、有閑浜での諸蝦夷との f大饗J・・衡す＋中国法 ↑

7 I 8 出羽国府で渡島蝦夷と出羽蝦夷の86人が馬千（ー十？）疋を朝貢、位・禄

を授く（扶桑略記）

8C末・ 9C初出羽国府に蝦夷が毛皮・馬 ・奴鱒を朝貢、王臣家の使、豪富民国

司が競って買う（国家が禁止する）・ ・・遠距離交易を要因とする担金変容の動き

交易活動の活発化←国家の統制姿勢・・国家管理と反する交易・商業者の台頭・ ．

東北北部社会の変動の伏線

787 渡島蝦夷が綿・鉄を交易し、襖や農具を造る傍環三千℃格）

860年代も同じ

延喜式民自渚式交易雑物出羽国熊皮・葦鹿皮・狼拝皮→京へ、皇族・貴族の衣

服・装身具、儀式用調度品など

→蝦夷社会での生産・韓議体制、金属器などの再分配経済の恒常化 ・・社会構造を規

鈴木一 1

定 ・・階層化 ・・奴蝉

878 元慶の乱秋田城下（蝦夷〈倖囚〉のほか、王臣家の使者や交易のため粛慎も

住む）で矛盾爆発、さまざまな蝦夷の動き、東北北部・北海道担会の大変動へ→防

御性集落の出現準備陸奥側の状況？志波域・徳丹域以後元慶の説舟・・陸奥国

から鎮圧軍U碕

2. 蝦夷と文字・記号のある土器・瓦－ r夫j字を中心に

a 文字・記号のある北海道の卦量

札幌市北海道大学・サクシュコトニ）II遺跡 '82内面黒色土師君主原 f夷J箆傍D書、

9C、歌田産？ 佐伯有清氏の判読→夷の省画（←荒木陽一郎氏の異論）、小口雅

史氏が追認

札幌市K39地点五所川原産須溺鑓「人JIOC中葉以前、須溺鐙 f甲J? , lOC 

中葉以後

余市町大川遺跡a土師器杯「夷j箆書、 9C後半～lOC初、 b土鯛号底部 f奉J？（青

木延広氏旧劇

須恵器査 f大万JlOC、土鰯雲 「大j ？秋田：娘の須恵器杯と向型、「×J4点、 lOC

千歳市美々8遺跡土師器「＃J墨書 lOC中葉以前

千歳市末広、オサツ2、蘭越遺跡、平取町カンカン2遺跡須恵器査 「＃J五所川原産？

lOC以前

日本謝則苫前町香川巳線、香川6遺跡、 1J平町高砂遺跡2地点・・・須恵器「大J「ね

などの文字・記号

道東（オホーツク海側） 常呂町トコロチャシ南尾根遺跡集車器 r#J
b 東北などのf夫j字のある土器

秩田市湯ノ沢F遺跡土鵬研「夷J箆書、 lOC前半

駄目県仙北困対ム田柵跡須恵器「夷J墨書、 9C前半

青森県青森市朝日山遺跡五所川原産？須恵器壷「夫J？、刻書

青森市野木遺跡土師器「夷J5点、墨書、 lOC初

浪岡町大沼遺跡土瞬静「夷j箆書、 lOC

浪岡町野尻2遺跡土鵬苦 f夷j墨書、 10・llC

平賀町尉毎山遺跡須郡斑 f夷J箆書、 IOC

山形県遊佐郡北目長田遺跡高台付須恵器坪「夷J墨書、 8C末葉

岩手県浄法制T銭瓶平（上外野）遺跡築恵器壷 「夷J箆書、 9C

栃木県小山市八幡根東遺跡士郎君跡「夷J焼成後に刻書、 8・9C

山梨県一宮町弧房遺跡土師器 f夷」墨書、 9～llC

奈良市平城宮跡須恵器亦、「夷J8 C 

平挽京右京八条一坊漆付着の須恵器牽 f夷J富山県小杉産

平城京左京三条二坊ー坪東（長屋王邸）高台付須恵器杯 f夷j

C f夫J字のある瓦

岩手県水沢市胆沢城跡平瓦



君主馬県群馬町上野国分寺跡平瓦表・裏、 SC末 ・9C

伊勢崎市上植木廃寺平瓦 国分寺瓦と同一筆跡か

新潟県真野町佐渡国分寺跡平瓦

奈良市平城京左京三条二坊六坪庭園跡平瓦

奈良市歌姫西瓦窯跡平瓦

京都府木瀞T音如ケ谷瓦窯跡平瓦

d f夷j字の解釈

①卦苦・・エミシ・エピス＝蝦夷・倖囚 北海道・東北に集中・偏在→蝦夷の居住地

（主要集落・城柵）、古代国家との交流ね鎚の例・・出羽国朝貢・饗給など交流

の産物（帯金具など）・・湯ノ沢、払田柵も

平城宮・京の例・ ・上京朝貢・饗宴の際の食器、漆貢納の運搬用器

「大Jr:t:1:J字などの土器・・本州在地の土器と共通の性格・・信仰・祭儀→＠

②瓦・・国分寺・窯跡・・蝦夷・倖囚による造瓦労働、寺院・殿舎の造営→優婆夷の略

記（写経所文書からの類推） 胆沢城は？ ・・東北北部の仏教浸透

土器・・狙原、八幡根東・・・寺院と関係か、蝦夷 ・倖囚か

③夷の省略に非ず・ ・・ 蝦夷と無関係荒木氏・蹴晃宏氏（羽鎚・東北と区思，o・

平川南氏 f大j f夫j「秦J「奉Jなどと伴出する伊ド集落・集団で例言仰・祭記の

際の墨書行為・・神への祈願、疫病 ・械などの載いなど 1凶艇・東1比部での受

容？

瓦も？ 五所川原産須恵器の記号

eヱミシ・エピス（m=b）の表記と読み

エミシ（蝦夷）の語義 7C～ 文イ助、民族集団に対する身僻句特徴による命名

中国の華夷（四囲）思想の摂取

f夷J・・蝦夷・・愛蘭詩（神武紀〉、夷麻呂＝ヒナマロ（長屋王家木簡）、夷人＝エミ

シ？続日本紀） ・・人名 ＊毛人

時代（8～11 C）による字義・対象の変遷慌木氏）、エミシとヒナの並存・併
称？

市kJ・・蝦秋彼日；本約、秋食、秋藻（木簡） ＝エピスメ（和名抄）

「夷Jの構書の例 ・・ 千葉県市原市上総国分寺関連遺跡の土鵬謹書「夷潜」＝イジ

ミ・イスミ 夷の音＝イ

京都府向日市長岡宮跡木簡

［あ丘の関連する文制

「×総国夷潜郡,J 9 0 9 

戸根貴之 「古代文字資料にみる蝦夷j『古代J106、1999

小脳告平「上毛野氏及び上毛野一上野国と蝦夷政策との関連（2)J『群馬県立歴史博

物館紀要』20、1鈎9

鈴木靖民 「擦文期の北海道と東ヰ比部の交流J『国史学：J169、1999

荒木陽一郎 「「夫j字箆（密書研究の現状と課題j『考古学へのアクセス』 Z削

鈴木－2



「夫J字箆（墨）書について

法政大学 小口雅史

0主要研究史

佐伯有滑「平城宮跡からも f芙j字銘土器J北海道新聞 1985/07/27

関口 明「北海道式古績と渡嶋蝦夷J古代文化37・7 1985/07 

佐伯有清「刻字土器「芙Jの意義J『サク‘ンュコトニ川遺跡、』本文編 1986/03 

荒木陽一郎 f箆（墨）筈土器 『芙J字の考察j 考古学の世界6 1990/04 

佐伯有滑 f浪岡 ・大沼遺跡の刻字土器 関係示す文字「芙JJ東奥B報 1990/07/27 

佐伯有清 f土器に刻まれた f尖jの字J北海道新聞 1990/08/01 

宮 宏明 fイヒ外の地における鍔帯金具出土の意義j北奥古代文化20 1990/11 

鈴木翁民 f複線的交流こそ注目j読売新聞夕刊1 1992/12/07 

ノj、口雅史 ff夫j字箆 （墾）害についてJ『海峡をつなぐ日本史J 1993/07三省堂

佐伯有渚 ff夫j 字記載の出土造物J『1993年度大川遺跡発短調査概報』 1994/03

小口雅史 f古代 ・中世における北方世界の史的展開j『通路的景援と交流の文化論J1995/03 

玉田芳英 f器禁付着土緊の研究Jw文化財論議JII 1995/09同期舎出版

熊田亮介 f秋田城と秋田郡j秩田市史研究4 1995/09 

渡辺晃宏 f歎悠酋瓦~等出土の箆容さ瓦j 祭良国立文化財研究所年報 1995 1996/03 

鈴木矯民 「古代蝦夷の世界と交流J『古代王権と交流』 1 1996/09名著出版

山本哲也「ロクロ土師器と北海道j 国学院大学考古学資料館紀要13 1997/02 

小口雅史「普森市野木遺跡出土の古代墨書土器j 市史研究あおもり 2 1999/03 

小池浩平 f上毛野氏及び上毛里子一上野田地核と蝦夷政策との関連（2)J 群馬県立歴史博物館紀要 201999/ 

戸根貨之 f古代文字資料にみる鍛夷J古代 106 1999/03. 

鈴木立育長「係文期の北海道と東北北部の交流J国史学 169 1999/10 

荒木陽一郎 rr芙j字箆（墨）書研究の茨状と課題Jr考古学へのアクセスj 2000/01 

「実j 説

※佐伯一関口 1985 饗給の場で使用されたものが持ち込まれた

※小口 1993 f臼本書紀J北里子本の使用例

※佐伯 1994 朝賀に参列した蝦夷の造瓦負担；こ関係

、d

場fl(I男1z
失会

雨

明
凶

小口一 1

※小口 1995 工人集団e 湯ノ沢Fは I夫j の例

※鈴木 1996 朝貢 ・饗給、造瓦労働

※小池 1999 柵戸 ・惇囚移配との関係

※鈴木 1999 国分寺や平城京のものは貫進主体と しての優婆夷を示す

「実J以外の可能性

※荒木 1990 泰 ・秦 ・奏

※小口 1993 歌姫については f夫j などとの関係に注意

※小口 1995 歌姫については符号と見なす

※渡辺 1996 歌姫について、秦 ・失 ・大との共伴関係

※山本 1997 奉 ・奈の可能性を棄てきれない

※戸恨 1999 記号説

0古代の書休

吉文書の類では書体の時代特性、 「はやりすたりj有

『日本書紀J北里子本の筆！｜頂

0略字 ・記号の可能性

f蝦夷Jと「夷j との文献用11iJとの違い （荒木 2000）については、箆寄 ・墨書の場合、正

史の例をそのまま適用できなLミ

遺物の性質

共｛半遺物の特性

遺跡の内容

共伴文字 ・類例のデータベース化（青森県史に期待）



札
幌
市
北
海
道
大
学
術
内
の
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
遺
跡
か
ら
、

は

じ

き

い
う
見
慣
れ
な
い
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
土
師
器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
た
。
翌
年
、
そ
れ
を
「
夷
」
と
読
む
説
が
発

え

み

し

蝦
夷
問
題
と
密
被
に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
、

小口－ 2

「
芙
」
文
字
の
謎

昭
和
五
十
七

年
暮
れ
、

二
九
八
二
）

表
さ
れ
る
と
、

出
土
地
が
北
海
道
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

こ
れ
ま
で
解
読
不
明
と
し
て
放
託
さ
れ
て
い
た
土
器
の
中
に
も
、

こ
の
文
字

が
あ
る
こ
と
が
再
発
見
さ
れ
た
り
、
ま
た
あ
ら
た
に
発
掘
さ
れ
た
り
し
て
、
呪
在
で
は
か
な
り
の
量
の
出
土
が
知
ら

ち
ょ
－
フ
か
い
さ
ん

な
か
で
も
青
森
県
で
は
、
平
賀
町
鳥
海
山
遺
跡
、
汚
水
似

の
す
、

青
森
市
野
木
造
跡
な
ど
で
そ
の

界
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

れ
て
い
る
。

浪
岡
町
大
沼
遺
跡
、

墨？市
書：草月
土 日
器山
が遺
発跡
掘
さ
れ
て
お
り

全
国
的
に
み
て
も
そ
の
数
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
。
と
く
に
野
木
遺
跡
で
は
、

複
数
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
文
字
を
す
べ
て

「
夷
」

と
読
む
こ
と
に
異
論
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
た
し
か
に
記
号
と
し
て
の
も
の
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

院
政
期
に
書
写
さ
れ
た
北
野
神
社
本
『
日
本
書
紀
』
の
筆
法
な
ど
か
ら

み
て
、

「
失
」
字
の
中
に
は
「
夷
」
字
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
高

い
で
あ
ろ
う
。

地
元
産
の
土
器
に
の
品
川
か
れ

た
だ
こ
れ
ら
県
内
の
出
土
例
の
多
く
は
、

た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
央
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
な
る

と

み
ず
か
ら
こ
の
字
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

差
別
意
識
の
強
い

文
字
を
な
ぜ
み
ず
か
ら
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
は
ア

イ
ヌ
語
起
源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
文
字
は
、

そ
の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
な
い
ま
ま
者

逆
に
中
央
か
ら
伝
え
ら
れ
、

か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
夫
」
と

に
わ
か
に
学左は朝日山（3）遺跡出土．右は野木遺跡出土。県内出土の「芙」文字土器

2000 fコラム－ r失j文字の謎J『青森県の歴史』山川出版社小口雅史

『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
、
「
津
軽
が
賊
に
同
ず
れ
ば
、
大
兵
と
い
、
え
ど
も
制
し
が
た
い
」
「
津
怪
の
夷
停
は
そ
の
党
種
多
く
、

幾
千
人
か
わ
か
ら
な
い
。
天
性
勇
壮
で
常
に
習
戦
を
事
と
し
て
い
る
。
も
し
敵
に
ま
わ
れ
ば
そ
の
勢
い
は
止
め
が
た
い
」
と

い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
実
際
に
は
津
軽
の
エ
ミ
シ
た
ち
は
分
裂
し
て
い
た
ら
し
く
、
あ
る
も
の
は
賊
に
味
方
し
て
乱
を

拡
大
す
る
の
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
逆
に
、
津
軽
エ
ミ
シ
の
中
に
も
三

0
0
0
の
波
嶋
の
エ
ミ
シ
と
と
も
に
出
羽
国
の
官阿

そ
の
勢
力
が

「賊
気
」
・
を
表
、
え
さ
せ
る
の
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

軍
に
味
方
す
る
も
の
が
あ
り
、

倍
比
羅
夫
以
来
、
「
賊
を
以
て
賊
を
伐
つ
」
「
夷
を
以
て
夷
を
繋
つ
」
の
は
、

中
央
政
府
に
抵
抗
し
よ
う
と
は
し
な
い
、
政
治
的
に
未
熟
な
エ
ミ
シ
集
団
を
討
つ
、

官
軍
に
協
力
し
た
津
軽
か
ら
渡
嶋
方
面
の
エ
ミ
シ
の
は
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
、
寛
平
五
（
八
九
三
）
年
に
も
、

征
夷
戦
の
常
道
で
あ
っ
た
が
、

強
悶
な
部
族
連
合
や
国
家
を
形
成
し
て
ま
で
も

今
回
も

元
慶
の
乱
の
後
追
従
か
か
旬
、
波
的
エ
ミ
シ
と
他
の
エ
ミ
シ
と
の
閣
で
も
め
ご
と

が

あ

っ

た

こ

と

が

伝

、

え

ら

れ

て

い

る

が

、

の

名

は

．

歴

史

か

ら

消

、

え

て

い

く

。

東

北

経

営

の

完

了

と
と
も
に
、
渡
嶋
の
本
州
部
分
は
津
軽
に
と
り
こ
ま
れ
、
北
海
道
と
深
い
関
係
を
も
っ
方
面
は
、
古
代
国
家
と
隔
絶
す
る
こ

と
と
な
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
北
奥
の
実
力
者
と
し
て
の
津
慌
の
エ
ミ
シ
の
伝
統
は
、
中
世
津
軽
安
藤
氏
に
引
き
継
が
れ
て

え

ん

ぎ

し

き

い

く

こ

と

と

な

る

の

で

あ

る

。

な

お

青

森

県

の

地

は

、

『

延

喜

式

』

の

段

階

に

な

っ

て

も

ま

こ
れ
を
最
後
に
、

「

u
x
hh吋・

λ
U
山

山

」

延
長
五
（
九
二
七
）
年
成
立
の

だ、

郡
制
に
編
入
さ
れ
て
は
い
な
い
。



札幌市サクシュコトニ川遺跡の「夫jについて

七飯町教育委員会 横山英介

1 発見・「夷J文字説と解釈 ・そして…

発 見一一一発掘調査 1981年～1982年、報告書 1986年

発掘調査主体者北大埋蔵文化財調査室

遺跡擦文時代中期（西麿9世紀半～10世紀前葉）の集落跡

f実J文字説と解釈一一ー 1983年 2月当時北大文学部日窓古代史学教授佐伯有清氏によって

提出される。OJI）添l，『北大時報』 2,No. 347司 1983)

そ し て…一一一 ①土器（土師器 ・須恵器） ・平瓦にへラ書き、墨書書きされた同型

態資料が本州 ・北海道に広く分布していることが判明した（図 l）。

②とくに、文字資料がみられなかった古代北海道で、認識のきっか

けとなったG 4 

2 士不17の特徴と f夫J（図 2，図 3-6) 

①法 量：口径17.5cm，器高6.6cm, 

② ロクロ成形：糸切底。内面黒色処理。

③ 失 ：体部 ・外面lこ「夫j とへラ家仏高さ17.2叫

④個体 数 ：亦類は113個体。本資料は搬入品の可能性が強い。

＠
＠
③
 

s 
そして、原産の地は秋田城周辺域と捻定される（図的。

土畿の形態別総J£比

3 ムラでの取り扱いはどうであったか

① 集落跡：竪穴住居5，土壌 6，集石7，焼土 ・炭化物集積跡142（図7)。

② 破片数9。複数の焼土 ・炭化物集積跡；こ分布。

炭化物マウンド：こ口縁部 ・体部破片4，焼土18：こ体部破片2，同281こ体部液片 l，向30

に｛本部～底部破片しその他；こ口縁部破片 1が分布していた（図7）。

③破片分布法、他の器物同様、複数の廃棄物集積場：こ廃棄された状況を示していたc

横山一 1

〔表紙解説〕

北大緑内の窓述書宅西側のンャクシコトニ川とセロンベツ川め合流地点の遭跡 （通ftfirl:宅近

跡）の~穴住居ちか〈から炭化した米4立などとともに出土した；iニm：に文字ががlまれてい

た（表紙写真参照、災物の2I出血にJ広大されているL

この土2；；片（i、土師iiと向f過のものでJうって、これに裏ljまれている「主Jの文字らしき

ものについて、北大埋蔵文化財調策室でIi.東北地方山土の土師誌に r会J と刻まれてい

るbめがゐること，から、漢字から作られたー留め記号ではないかとする鋭、あるいは何ら

かのi英字ではないかという意見がillされていた．

最近、私（i調査室から、この土i，片の鮮叩J,:C災物大の写真を尽きれて、これが仰という

字なのかの見解を＊められた．文字土器の写nを見ての犯のili:i思Ii.r 1 Jの字Ci.rヲミJ

の字ではないかということであった．

そこで、即座に手も とにある異体字辞典をひもといて、 r~J の字の異体字に 「え J の字

に類似するものがあるかどうかを調べてみたとこう、rkJという字が自に於ぴ込んできた．

終点（！、土器片の r主JにIi、三面白の r_Jにt雪山fl巴分がないことであるが、土号E片に

liJ まれている字の r人J の£~分のt雪山箇rfr も ． かな＇）：苦心しておlんど痕跡がみ とめら iL る

ので、三日司自の 「「J を信号tl!Jさせるのを省いておlんだ・Jti巨位Ii大きいように考えらilる．

この径の刻字は省画される吻合が多いから.r 1 Jが「長Jめ字であって. r ~J の~体写：

とみなすことは、 けっして的はずれではないであうう．

。 r主Jが rk」、すなわち rr Jの字ならば、いったい rii'IJと（;t、何を菅．味するのであ

ろうか．実（i、『爽JIi r忽爽Jと同意：きであって、 しかも r耳！~；を、 JJ！に r%J と表記

するようになるのは、 fB本ic紀jf続日本紀jなど白木古代の文政史料をf高査する ζ とに

よって、 720年代以降ことに 81!U己主主から 9世紀にかけてであったことが知られる．

「望~::f.J から 『~J へという変化の時J切ならびに r!r.」の字がひろ〈使用される時代と ．

この土怨片の年代iiiとは、はll"一致し、この文字土is発見の北海道古代史上における窓殺

l主画期的なものといえるであろう．

この土器に r主」の字をおlんfご者l立法か. 9世紀に東北北部に派返された律令官人か、

在I患の『怒爽」のik長か、こ うした問題の解明｛;I.、今後の大きな課題となろう．『えJの字

が、たとえ r~」の字でなくても、北海道における文字の記録がおよそ 1.000 年五；jにさか

のI！＇） ，しかもこの資料品＼わが北大儒内から発見さilたことのff：義lム まことに大きい．

1983. 2. （文学部教授佐伯布市 日本古代史）

月lj添 l

（~l王題字：有江総男学長）
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図 lri央」出土遺跡の分布（鱗1!J1甘句8にiBJJII)

． 
一凡例一

1：札幌市サクシュコトニ川

2：余市町大川

3 : i貨同町大沼

4：秋回市湯沢F
5：仙北町払図栂

6：浄法町上外野

7：水沢市胆沢城跡

8：一宮町抗原

9：上野国分寺脇

10：平減宮跡

I ！？？森山町水

（第6回東日本埋薫文化財研究会シンポジウム賓斜 1997より作図）
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野木遺跡から出土した墨書土器 f夫Jの解釈をめぐって

浪岡町史編纂室 工藤清泰

1）北奥 ・北海道における考古学的な成果

1 文字資料の出現は9世紀以降であり、それ以前には存在しない。

2 考古資料として、墨書 ・刻書の認められる土器は、ロクロ土師器が生産され始めて

からである。もちろん、須恵器生産も対応している。

3 墨書の認められる器穫は、現在のところロクロ土師器 （須恵器）杯 ・血に限られ、

聾などに付けられることはない。

4 刻書の認められる器種は、須恵器大室 ・中窒 ・鉢 ・長頚壷 ・短頭壷 ・坪 ・皿であり、

土師器の停 ・皿にも認められる。

5 五所川原産須恵器の特色のA つは、刻書 ・へラ記号の多さにある。

2）北奥 ・北海道における墨書 ・刻書 （記号）の様相

1 文字と して認識できる資料

ア）抜数文字

杯一口 （玉清水III 土師器坪塁）

イ）二文字

大悌（鳥海山須恵器皿 硯 刻）、大井（李平下安原須恵、器斐刻、羽黒平1 須

恵器広口査刻）、 ［大万？］（八幡須恵器長類壷刻）、 十万 （松元 土 師 器 坪 塁、

近野土師器坪 墨）

ウ） 単数文字

「ありJ……有 （浪岡城須恵器鉢刻） 、又（浪岡城須恵器鉢刻、野木須恵器

鉢刻）

「いlこしえ」……古 （持子沢C窯須恵器聾刻、浪岡城須恵器坪刻）

「いるJ……入 （山元2 須恵器長顕蓋刻、山元3 長頚査刻他）

「う」 ……得 （豊岡2 土師器内黒杯墨）

「おほJ……凡すべて（中野平土師器坪墨他）、 大（蛍沢土師器坪塁、田面木土

師器坪塁、大川 須恵 器杯塁、他、羽黒平 1 須恵器t不刻、隠/114 須恵器

t不刻、山本須恵器坪刻、源常平須恵器査刻、 山元3 須恵器長頚壷 刻、

他多数）、 大 ｜（松山 須恵器鉢刻）

「かみ」……神（持子沢B窯須恵器査刻2点） 、上 （蛍沢 土師器郎塁）

「かたな」……大万 （大川 須恵器長頚壷 刻） 、一万 （持子沢C須恵器窯長頚壷刻

犬走須恵器窯長頚壷刻）

「き」……木 （松山寺須恵器長頚壷刻、隠/114 土師器坪刻）

「こころざLJ ……志？（野尻 2 土師器内黒斥塁）

「さち」……幸 （石上神社土師器杯塁、発茶沢l 須恵器壷 刻）

「た」 ……田 （瀬常平土師器杯墨、野尻2 土師器内黒坪塁、根城土師器内黒

杯壁、大野平土師器杯刻、隠川4 須恵器杯刻線刻付、隠JII3 須恵器

杯刻、他） 、太 （犬走須恵器窯須恵器楚刻、野尻 1 須恵、器整刻、他）

工藤一 1

「ちちj ……父 （山本須恵、器長頭筆刻、蛍沢須恵器歪刻、他）

「ちひさし」 ……小（野尻2 土師器杯 ・皿5点塁）

「てらJ.…・・寺（細越土師器杯盤、石上神社 土師器杯塁、他）

「とを」……十（茶毘館土師器坪塁、杢沢土師器肝塁、李平下安原土師器杯塁、

羽黒平l 土師器坪昼、大川土師器杯塁、山本須恵器杯刻、山元3 須

恵器鉢刻、源常平須恵器壷 刻、他）

「なかJ……中 （岩ノ沢平土師器坪墨）

「はるJ…・・・春（浪岡城 須恵器壷 刻）

「ひと」 ・…一人 （浪岡城須恵、器長頚壷刻、札幌K39遺跡須恵器長頚壷刻、他）

「ま」……真 （大平土師器坪墨）

「め」……女（野尻1 須恵器長頚壷刻）

「まろ」……丸 （下恋塚 土師器坪壁、堀合Ill 土師器汗皇）

「やまJ……山（根城岡前舘 土師器斥塁、羽黒平 1 須恵器賓刻、浪岡城須恵

器J:f 刻、隠Iii3 須恵器郎 刻、他）

「よろづ」 ・…・・万 （茶毘館 土師器坪塁、持子手IC須恵器窯須恵器長頚壷刻 犬

走須恵器窯長顕霊刻） 参考大万（福島県 大戸須恵器窯資料）

「ゐ」 ……井 （野尻3 土師器内黒杯3点差、班、常平須恵器坪刻、大平須恵器

鉢刻、野木須恵器坪刻、隠／113 土師器坪刻、他）

2 記号や数値と認識されるへラ書き （墨書）、 主要遺跡のみ

遺跡名 ｜ 墨書 ｜ 刻書
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3 平川南氏の中間報告 （1999.2.25）で指摘された2点の問題に即して考えてみる。

①「土器に文字を記すことは何か」という本来的な意義

文字や記号の付けられた器がマジカルな要素を内包すると見た場合、刻書土器は、最初

から意図してマジカルな器として製作され、墨書土器は、日常容器から非日常（例えば供

献など）の容器に変｛じした器と考えることができる。つまり、五所川原須恵器は、 そのほ

とんどに刻書が認められることから、最初から祭杷的使用を想定して製作された。

②日本列島全体の墨害 ・刻書土器の流れの中でとらえた場合

北奥 ・北海道の墨書 ・刻書の資料は、文字については吉祥的な意味を内包した使用が多

く、文字認識される刻害も同様である。刻蓄の多さ （初期の五所川原の須恵器に関しては、

90%近い比率で付けられている）は、記号も含めて供給先に対する器の象徴性を示す意味

が強いのではないか。文字認識よりも文字 ・記号の象徴性を優先する社会構造。

工藤一2

4 まとめ

野木遺跡などから出土している「実」字に関しては、 「実」と認識していたとは思われ

ない。ただし、 「えびす」という吉祥文字に関しては、可能性が存在する。
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